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平成１７年３月期 第３四半期財務・業績の概況（非連結）     平成 17年 1月 25日 
 

上場会社名 日立ビジネスソリューション株式会社              (コード番号：4738 東証第一部) 
（ＵＲＬ http://hitachi-business.com/）               (ＴＥＬ(045)-224-6111)(本社事務所) 

問い合せ先  代表者役職：取締役社長 

          氏名：木村 伊九夫 

       責任者役職：常務取締役 事業企画本部長 兼 管理本部長 

          氏名：髙橋 保雄 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 有 

  （内容） 
    四半期決算における税金費用については、簡便法による税効果会計を適用しております。 
 
② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無   ： 無 

 
 

２．平成１７年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１６年４月１日～平成１６年１２月３１日） 
 
（１）経営成績の進捗状況                      （記載金額は百万円未満切捨て表示） 

四半期（当期）  

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
純   利  益 

      百万円        ％      百万円        ％      百万円        ％      百万円        ％ 

17年 3月期第３四半期    9,488    1.1      443    －      487    －      146    － 
16年 3月期第３四半期    9,386    －       －      －       －      －       －      － 

（参考）16 年 3 月期   14,554  △16.5      587  △41.4      675  △34.4      417  △33.8 
 

1株当たり四半期 潜 在 株 式 調 整 後 
1 株 当 た り 四 半 期 

 

（当期）純利益 （当期）純利益 
         円    銭         円    銭 

17年 3月期第３四半期        10   23        － 
16年 3月期第３四半期        －        － 

（参考）16 年 3 月期        25   73        － 
  （注）１．売上高以外の項目につきましては、当年第１四半期より開示を行うこととなったため、前年第３四

半期の実績及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。 
     ２．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示す。 
 
［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 
  当第３四半期の日本経済は、これまで景気回復を牽引してきた輸出や情報家電等の生産が伸び悩み、景気回
復は減速感を強めております。情報サービス産業においては、顧客の情報化戦略投資の意欲は底固いものの、
価格低下圧力、提案内容の差別化要求は、一層強まりつつあり、差別化した製品を持たない価格競争力のない
企業は淘汰される非常に厳しい状況にあります。 
  このような状況下、当社の当第３四半期の業績は、以下の四半期業績の特性もあり、売上高は 9,488百万円
、経常利益は 487百万円、四半期純利益は 146百万円となりました。 
 
 ＜当社の四半期業績の特性について＞ 
   当社の事業は、システムの導入・検収が９月（中間期末）及び３月（年度末）に集中する傾向にあり、売
上、利益とも第２・４四半期に集中する特性があります。 
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（２）財政状態の変動状況 

１ 株 当 た り  

総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
株 主 資 本 

             百万円             百万円                ％         円    銭 

17年 3月期第３四半期           13,685           10,769             78.7       753    13 
16年 3月期第３四半期             －             －             －        － 

（参考）16 年 3 月期           14,976           10,857             72.5       755    78 
  （注）財政状態につきましては、当年第１四半期より開示を行うこととなったため、前年第３四半期の実績は

記載しておりません。 
 
［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 
  特に記載すべき事象はありません。 
 
 

 ○添付資料 

  ・（要約）四半期貸借対照表 

  ・（要約）四半期損益計算書 

以 上 
 
 ［参 考］ 
 
 平成１７年３月期の業績予想（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 
 
  現時点での業績予想は、平成１６年１０月２７日発表値に変更はありません。 
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【添付資料】 

 １．（要約）四半期貸借対照表 
（単位：百万円） 

当四半期 
（平成17年３月期 
    第３四半期末） 

（参考） 
平成16年３月期末 科  目 

金 額 金 額 
（資産の部）   
Ⅰ 流動資産   
１ 現金及び預金 517 520 
２ 受取手形 0 1 
３ 売掛金 2,950 4,785 
４ 有価証券 100 901 
５ たな卸資産 763 425 
６ 親会社預け金 1,304 1,203 
７ その他 555 404 
８ 貸倒引当金 △4 △6 
流動資産合計 6,187 8,235 

Ⅱ 固定資産   
１ 有形固定資産 143 191 
２ 無形固定資産 840 440 
３ 投資その他の資産   
(1) 投資有価証券 4,741 4,753 
(2) 関係会社株式 20 20 
(3) その他 1,751 1,335 
投資その他の資産合計 6,512 6,108 
固定資産合計 7,497 6,741 
資産合計 13,685 14,976 
   

（負債の部）   
Ⅰ 流動負債   
１ 買掛金 550 1,525 
２ 未払費用 741 1,060 
３ プログラム補修引当金 20 19 
４ その他 535 549 
流動負債合計 1,848 3,155 

Ⅱ 固定負債   
１ 退職給付引当金 968 858 
２ 役員退職慰労引当金 98 105 
固定負債合計 1,067 964 
負債合計 2,915 4,119 

   
（資本の部）   
Ⅰ 資本金 3,560 3,560 
Ⅱ 資本剰余金   
 資本準備金 4,554 4,554 
資本剰余金合計 4,554 4,554 

Ⅲ 利益剰余金   
１ 利益準備金 110 110 
２ 任意積立金 1,696 1,509 
３ 四半期（当期）未処分利益 827 1,118 
利益剰余金合計 2,634 2,738 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 21 5 
Ⅴ 自己株式 △0 △0 
資本合計 10,769 10,857 
負債・資本合計 13,685 14,976 
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 ２．（要約）四半期損益計算書 
（単位：百万円） 

当四半期 
（平成17年３月期 
    第３四半期） 

（参考） 
平成16年３月期 科  目 

金 額 金 額 

Ⅰ 売上高 9,488 14,554 

Ⅱ 売上原価 8,023 12,562 

売上総利益 1,465 1,992 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,021 1,404 

営業利益 443 587 

Ⅳ 営業外収益 46 92 

Ⅴ 営業外費用 2 4 

経常利益 487 675 

Ⅵ 特別損失 238 － 

税引前四半期（当期）純利益 248 675 

法人税、住民税及び事業税 203 470 

法人税等還付額 170 － 

法人税等調整額 69 △212 

四半期（当期）純利益 146 417 

前期繰越利益 781 800 

中間配当額 100 100 

四半期（当期）未処分利益 827 1,118 
   

 

 

 


